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つくば科学フェスティバルｰ98

｢化石の不思議発見｣一古生物の世界一を終えて

佐藤喜男山谷田部信郎2㌧吉田朋弘2)

はじめに

つくば科学フェスティバルは,1996年10月10日か

ら始まった,小･中学生を対象とした実験等を通し

て科学をより身近な物として考えてもらうイベント

です.つくば市内には大学･研究機関がたくさんあ

り参加･協力する研究者も多く,つくば市を代表す

る行事となりました.地質調査所は初回から積極

的に参加して来ました.

今年のつくば科学フェスティバルには,小中学校を

中心に国公立機関や民間機関を併せて40機関の
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地質調査所展示ブｰス

第1図つくば科学フェスティバル,カピオ会場見取り図.

写真1地質調査所づくば科学フェスティバル1998年展示

ブｰス.

出展がありました.今年地質調査所は,発見された

ばかりの恐竜類の足跡化石のレプリカ標本作製,

アメリカで採取された恐竜のボｰンベッドのクリｰ

ニング体験,魚竜化石を中心とする三畳紀前期～

後期の海棲ハチュウ類化石の展示を行いました.

展示ブｰス概要

地質調査所の展示ブｰスは,会場(つくばカピオ)

1階東壁側の15番ブｰス(第1図☆)で,正面に恐竜

の足跡化石のシリコｰン型を展示し(写真1),向か

って左側にレプリカ化石標本(ウタツ魚竜化石,クダ

ノハマ魚竜化石,カナダ産魚竜化石,北イタリア,ベ

サｰノ産三畳紀中期海棲ハチュウ類化石･魚竜化

石･魚類化石)の展示やテｰブルの陰になっていま

すが左側奥に化石クリｰニング体験用のボｰンベッ

ドのブロック,そして右側に恐竜の足跡のレプリカ作

製のコｰナｰを設けました(写真1).

･1)地質調査所地質標本館

2)地質調査所総務部

キｰワｰド:つくば科学フェスティバル,つくばカピオ,化石クリｰニ

ング体験,レプリカ標本作製､ボｰンベッド
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専真2恐竜類足跡化石レプリカ化石標本作製体験コｰ

ナｰ.

化石レプリカ標本作製

今回のレプリカ作製の題材は,宮山県大山町で

発見され所属･新種として記載された小型鳥脚類

｢Toya㎜as刎吻us㎜∂su1∂eMatsukawa,Hamuro,

MizukamiandFuji｣の足跡化石にしました.

レプリカ作製は,様々なイベントで開催していま

すが,いつも子供達の人気コｰナｰです,自分の手

で何かを作るという機会は,最近の子供には少な

いのかもしれません.スペｰスの関係で多くの人数

を体験させることは難しかったのですが,それでも

2日間で300人近い子供達が自分でレプリカ標本

を作り,持ち帰ってくれました(写真2).

化石クリｰニング体験コｰナｰ

アメリカ合衆国ワイオミング州の白亜紀の地層か

ら発見･採取された恐竜のボｰンベッド(骨の密集

層)を使用して,子供達に化石クリｰニングを体験

させました(写真3).ブｰスのスペｰスが少なかっ

たため,沢山の子供達に体験してもらうことはでき

ませんでしたが,実際に骨の形がでてくると驚きを

隠せない様子でした.

このポｰンベッドは,80×80×50cmほどの大き

さですが,重量が160kgにもおよび,運搬に苦労し

ました.しかし,子供達の｢驚きの声｣｢喜びの声｣

を聞くと,この体験コｰナｰが大成功であったこと

は疑う余地もありません.

なお,このボｰンベッドの中には角竜(ケラトプス

写真3恐竜ボｰンベッド化石クリｰニング体験コｰナｰ.

有田統括研究調査官の真剣な化石クリｰニング

の様子は多くの来場者の興味を引きました.

写真4化石クリｰニング体験終了後のポｰンベッド.

科)トリケラトプス(Trfcθr∂亡｡ρsSp.)の最前部左側

の肋骨が入っていることが明らかとなりました.

展示標本解説

(コ)富山県上新川郡大山町恐竜類足跡化石群

富山県犬山町では,1994年に自亜紀前期の手

取層群石徹白亜層群長棟川層猪谷互層から302個

に及ぶ大量の恐竜類(竜脚類･鳥脚類･獣脚類)の

足跡化石が発見されました(本田,1998).露頭全

体の写真,連続歩行が確認され所属･新種として

記載された小型鳥脚類の連続歩行痕,トヤマザウ

リップスの復元図等を展示･解説しました.

連続歩行痕のレプリカ化石標本は地質標本館第

4分類展示室に,足跡化石は第1展示室の触われ

る恐竜化石のコｰナｰに常設展示されています.

1999年3月号�



一26一

佐藤喜男･谷田部信郎･吉田朋弘

写真5イタリア,ベサｰノ産海棲ハチュウ類Cアa㎜odαs

舳degard1sPeyer生態復元図(チュｰリッヒ大学

付属古生物博物館提供).

(2)窩城県本吉郡歌津町産魚竜化万及びカナダ産三畳

紀後期魚竜化石

宮城県歌津町では,1978年に三畳紀前期の稲

外層群大沢層から日本のセキツイ動物化石を代表

する(浜田･糸剣11.1995),ウタツ魚竜化石(国指

定天然記念物)が発見されてからも続々と新しい

魚竜化石が発見されています.特に1985年には三

畳中期の稲井層群伊里前層からミクソサウルス科

に属するクダノハマ魚竜化石が発見され,魚竜化

石の6大産地に加えられ世界的に有名になりまし

た.(佐藤ほか,1996).

歌津町魚竜館では,町政40周年を迎えるのを記

念して｢世界の魚竜化石展｣を平成11年7月20日～

9月末まで計画しています.カナダ,ブリティッシュコ

ロンビア州産三畳紀後期魚竜レプリカ化石標本

S加s廊舳msηeosc∂ρu1arfsMcgowanはこの特

別展示のために寄贈されたもので,展示した標本

は歌津町魚竜館･東北大学理学部地質標本館の協

力によるものです.

(3)イタリアヘサｰノ産海棲ハチュウ類化石

イタリア,ミラノ北部のスイス国境の町ベサｰノで

は,歌津町に分布する地層群とほぼ同時代の三畳

紀中期の地層群が分布しており,クダノハマ魚竜と

同じ属に属する魚竜化石が発見されています.

展示した標本は三畳紀中期の魚竜化石;

ハ〃xosaαrαscorηa1faηαs(Bassani),言毎春妻ノ､

チュウ類;Cy∂"oぬs〃1degard1sPeyer,海浜棲

ハチュウ類;1V舳s亡1cos舳川ssp.,魚化石;

S舳rゴ｡批伽ssp.,0ρ〃｡ρslssp.の5点です.これ

らの化石の原標本はミラノ市立自然史博物館,チ

ュｰリッヒ大学付属古生物博物館に所蔵されてい

ます.
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